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７）ここでの価格曲線は生産者に対する価格曲線ではなく，「消費者に対する費用曲線（cost curve for consumers）」，

















































































     用曲線を示す。なお「限界社会費用曲線」は，厳密には「限界総社会費用曲線」を意味する。 
(2) 価格曲線類例－A及び同価格曲線類例に対応する限界社会費用曲線: 
             P＝a。但し、aは定数（a≧0） 且つ N≧0.0 
           （同曲線は一致し、ともに直線に転化している。） 
(3) 価格曲線類例－B： 
           （ i ）0.0≦N≦0.4のとき、P＝b。但し、b は定数（b≧0）。 
           （ ii ）N＞0.4のとき、P＝b+0.5(N－0.4)2。但し、b は定数（b≧0）。 
(4) 価格曲線類例－Bに対応する限界社会費用曲線: 
           （ i ）0.0≦N≦0.4のとき、P＝b。但し、b は定数（b≧0）。 
           （ ii ）N＞0.4のとき、P＝b+0.5(N－0.4)2+(N－0.4)N。但し、b は定数（b≧0）。 
(5) 価格曲線類例－C： 
           （ i ）0.0≦N≦0.4のとき、P＝c。但し、c は定数（c≧0）。 
           （ ii ）N＞0.4のとき、P＝c－0.5(N－0.4)2。但し、c は定数（c≧0）。 
(6) 価格曲線類例－Cに対応する限界社会費用曲線: 
           （ i ）0.0≦N≦0.4のとき、P＝c。但し、c は定数（c≧0）。 
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（１） 価格曲線類例－A :「外部経済性（正及び負）を内含しない（即ち、平均費用一定の特性を有する）」価格曲 
            線（P曲線）及び限界社会費用曲線（MSC曲線）。野呂・他（2009）が示す価格曲線類例－Aに対応する。 
（２） 価格曲線類例－B :「N値が小さいとき外部経済性（正及び負）を内含せず（即ち、平均費用一定の特性を有 
     　　し）、N値が特定値より大きくになると外部不経済性を内含する（即ち、平均費用逓増の特性を有する）」価 
            格曲線及び限界社会費用曲線。野呂・他（2009）が示す価格曲線類例－Bに対応する。 
（３） 価格曲線類例－C :「N値が小さいとき外部経済性（正及び負）を内含せず（即ち、平均費用一定の特性を有 
     　　し）、N値が特定値より大きくになると外部経済性（正）を内含する（即ち、平均費用逓減の特性を有する）」 
     　　価格曲線及び限界社会費用曲線。本稿で新たに導入する価格曲線類例－Cに対応する。 
（４） 需要曲面の数値例－１:「Mの全値域に亙り外部経済性（正及び負）が見られない（即ち、外部経済性（正及 
            び負）について中立な）」需要曲面。川嶋・他（2007）が示す数値例－１に対応する。 
（５） 需要曲面の数値例－２:「外部経済性（正及び負）についての中立性並びに外部不経済性が共に見られる」需 
            要曲面。川嶋・他（2007）が示す数値例－２に対応する。 
（６） 需要曲面の数値例－３:「外部経済性（正）並びに外部不経済性が共に見られる」需要曲面。川嶋・他（2007） 
            が示す数値例－３及び４に対応する。 
（７） 需要曲面の数値例－４:「Mの全値域に亙り外部経済性（正）が見られる」需要曲面。野呂・他（2009）の付 
            図A3が示す需要曲面に対応する。 
（８） 需要曲面の数値例－５:「Mの全値域に亙り外部不経済性が見られる」需要曲面。川嶋・他（2007）が示す数 
            値類例－５に対応する。 
（９） 準導出需要曲線 (無・無) : 準導出需要曲線が需要曲面上の「外部経済性（正及び負）が見られない（即ち、 
     　　外部経済性（正及び負）について中立的な）」部分のみを通る場合。川嶋・他（2007）が示す数値例－１に 
            対応する。 
（10） 準導出需要曲線 (無・負) :  準導出需要曲線が需要曲面上の「外部経済性（正及び負）が見られない」部分 
     　　から始まり、「外部不経済性が見られる」部分で終わる場合。川嶋・他（2007）が示す数値例－２に対応す 
 　　　る。 
（11） 準導出需要曲線 (正・正) :  準導出需要曲線が需要曲面上の「外部経済性（正）が見られる」部分のみを通 
     　　る場合。野呂・他（2009）の付図A3が示す準導出需要曲線に対応する。 
（12） 準導出需要曲線 (正・無) :  準導出需要曲線が「外部経済性（正）が見られる」部分から始まり、「外部経 
     　　済性（正及び負）について中立的な」部分で終わる場合。 
（13） 準導出需要曲線 (正・負) :  準導出需要曲線が「外部経済性（正）が見られる」部分から始まり、途中で外 
     　　部経済性について中立点を通り、最後に「外部不経済性が見られる」部分で終わる場合。川嶋・他（2007） 
            が示す数値例－３及び４に対応する。 
（14） 準導出需要曲線 (負・負) :  準導出需要曲線が「外部不経済性が見られる」部分のみを通る場合。川嶋・他 
   　　（2007）が示す数値例－５に対応する。 
（15） 野呂・他（2009）では、本表が示す組み合わせのうち、A-1、B-1、A-2-2、B-2-2、A-3-3、及びB-3-3が、最 
     　　適補助金額との関係で論ぜられている。しかし、A-2-1、A-3-1～2、A-4～5、B-2-1、B-3-1～2、及びB-4～5、 
            並びに価格曲線類例－Cと需要曲面・準導出需要曲線との組み合わせについては触れられていない。本稿では、 
            類例－Cとの組み合わせを含めた、A-3-2、B-3-2、及び C-3-2が考察の対象となる。 
要曲線」との組み合わせを，マトリックス表示したものである。同表が示すA-3-2，B-3-2，及
びC-3-2の場合が，本稿の考察対象になる。
















































 (1) N, P及びMは，夫々需要水準，価格水準及び仮想均衡需要水準を示す。 
 (2) N-M-P空間内の需要曲面：P＝2－3.1250N2－2(M－0.8)2。 








MSB (N)＝ dGCS (N) /dN
但し，MSB(N) :限界社会便益函数 15），
GCS(N) : 消費者余剰函数 16）又は社会便益函数 17）
































(1) N, P及びMは，夫々需要水準，価格水準及び仮想均衡需要水準を示す。 
(2) 曲線ΓΘΛ: 準導出需要曲線。 
     この準導出需要曲線は、「図１が示す需要曲面上にあって『M＝N』を満足する点が、Ｎ-Ｍ-Ｐ空間に描く曲 
     線軌跡」であり、本図の場合視覚的には、「需要曲面」を「45。度線上に立つ垂直面」で裁断したときに出 
     現する崖畔線として捉えられる。 
(3) Ｎ-Ｍ-Ｐ空間内の需要曲面 : P=2－3.1250N2－2(M－0.8)2。 
　　　  但し、0.0≦M≦1.8,  N≧0 且つ P≧0。 
 
P
15）厳密に言えば，限界総社会便益函数（function for marginal gross social benefit）。
16）厳密に言えば，総消費者余剰函数（function for gross consumer’s surplus）。










































(2) 曲線ABC: DD曲線を示し、次式で表される。 
　　　　　P=0.72+3.2N－5.1250N2。但し、N≧0 且つ P≧0。 
(3) 曲線A'B'C': MSB曲線を示し、次式で表される。 
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    (1) N及びPは、夫々需要水準及び価格水準を示す。 
    (2) 曲線ABC: DD曲線を示し、次式で表される。 
　　　    （曲線の函数式は図４を参照） 
    (3) 曲線A'B'C': MSB曲線を示す。 
　　　    （曲線の函数式は図４を参照） 
    (4) 曲線P1J1: P曲線及びMSC曲線を示し，次式で表される。 
　　　        P=P1=1.0。但し、N≧0.0。 
　　　    （両曲線は一致し、ともに直線に転化している。） 
    (5) 線分JU1JT1：最適補助金額 (＝0.3810)。 
    (6) 「図形GE1S1B'の面積－図形P1AGの面積」(＝0.2915) : 
　　　      均衡点E1の下で生ずる（即ち，補助金交付前の）純社会便益。 
    (7) 「図形GJ1B'の面積－図形P1AGの面積」(＝0.3347) : 
　　　      最適補助金交付後の最大化された純社会便益。 
    (8) 図形E1J1S1の面積(＝0.0432) : 
                 最適補助金の交付により増加した純社会便益。 
    (9)  本図の場合，２つの均衡点（点E1及び点F）が現れるが，前者は安定的な均衡点，後者は不安定的な均衡 
          点にあたる。また、「MSB曲線とMSC曲線との交点」は２つ（点J1及び点G）現れるが，前者は純社会便 




























































































  (1) N及びPは、夫々需要水準及び価格水準を示す。 
(2) 曲線ABC: DD曲線を示す。 
             （曲線の函数式は図４を参照） 
(3) 曲線A'B'C': MSB曲線を示す。 
             （曲線の函数式は図４を参照） 
(4) 曲線P2QJU2：P曲線を示し，次式で表される。 
       0.0≦N≦0.4のとき，P＝1.0。 
             N＞0.0のとき，1.0＋0.5(N－0.4)2。 
(5) 曲線P2QJ2: MSC曲線を示し，次式で表される。 
       0.0≦N≦0.4のとき，P＝1.0。 
       N＞0.0のとき，1.0＋0.5(N－0.4)2＋(N－0.4)N。 
(6) 線分JU2JT2: P曲線に対する最適補助金額（＝0.3014）。 
(7) 「図形GQR2S2B'の面積－図形P2AGの面積」（＝0.2862）: 
       均衡点E2の下で生ずる（即ち，補助金交付前の）純社会便益。 
(8) 「図形GQJ2B'の面積－図形P2AGの面積」（＝0.3166）: 
       最適補助金交付後の最大化された純社会便益。 
(9) 図形R2J2S2の面積（＝0.0304）: 
            最適補助金の交付により増加した純社会便益。 
(10) 本図の場合も，２つの均衡点（点E2及び点F）が現れるが，前者は安定的な均衡点，後者は不安定的な 
       均衡点にあたる。また、「MSB曲線とMSC曲線との交点」は２つ（点J2及び点G）現れるが，前者は純 
       社会便益を最大化する点、後者は純社会便益を極小化する点にあたる。 




































































































　　　―― 価格曲線が類例－Ｃに属する場合の最適化 ―― 
[注] 
(1) N及びPは、夫々需要水準及び価格水準を示す。 
(2) 曲線ABC: DD曲線を示す。（曲線の函数式は図４を参照） 
(3) 曲線A'B'C': MSB曲線を示す。（曲線の函数式は図４を参照） 
(4) 曲線P3QJU3: P曲線を示し，次式で表される。 
　　　  0.0≦N≦0.4のとき，P＝1.0。 
　　　  N＞0.0のとき，1.0－0.5(N－0.4)2。 
(5) 曲線P3QJ3: MSC曲線を示し，次式で表される。 
　　　  0.0≦N≦0.4のとき，P＝1.0。 
　　　  N＞0.0のとき，1.0－0.5(N－0.4)2－(N－0.4)N。 
(6) 線分JU3JT3：P曲線に対する最適補助金額 (＝0.4495)。 
(7) 「図形GQR3S3B'の面積－図形P3AGの面積」(＝0.2975) : 
　　　  均衡点E3の下で生ずる（即ち，補助金交付前の）純社会便益。 
(8) 「図形GQJ3B'の面積－図形P3AGの面積」(＝0.3602) : 
             最適補助金交付後の最大化された純社会便益。 
(9) 図形R3J3S3の面積 (＝0.0628) : 
　　　  最適補助金の交付により増加した純社会便益。 
(10) 本図の場合も，２つの均衡点（点E4及び点F）が現れるが，前者は安定的な均衡点，後者は不安定的な均 
        衡点にあたる。また、「曲線と曲線との交点」は２つ（点J3及び点G）現れるが，前者は純社会便益を最 
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図A1　総社会便益曲線 (TSB曲線), 総社会費用曲線 (TSC曲線), 及び純社会便益の最大化 

















































(2) 直線OLU: TSC曲線 (総社会費用曲線) を示し，次式で表される。 
　　　  P＝N。但し， N≧0 且つ P≧0。 
(3) 曲線OG'LJ'U: TSB曲線(総社会便益曲線) を示し，次式で表される。 
　　　  P＝0.72N+3.2N2－3.0417N3。但し，N≧0 且つ P≧0。 
(4) 純社会便益が最大化されるための必要条件は，限界総社会便益(MSB)と限界総社 
      会費用(MSC)が一致することであり，本図では点J'に於けるMSBと点JCに於ける 
      MSCは等しく，点G'に於けるMSBと点GCに於けるMSCは等しい。このとき、NJ' 
      は純社会便益を最大化する需要水準にあたるが，点NG'は純社会便益を極小化す 
      る需要水準にあたる。 
(5) 仮りに固定総社会便益或いは固定総社会費用が存在しても，基本的には，注(4)と 
      同様の考察が可能である。 
 
